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西
独
の
コ
ー
ル
首
相
は
統
一
後
の
看
板
が
欲

し
か
っ
た
。
そ
こ
に
メ
ル
ケ
ル
が
い
た
。
東

独
出
身
の
女
性
。
物
理
学
者
で
政
治
歴
な
し
。

コ
ー
ル
は
彼
女
の
政
治
的
資
質
を
見
ぬ
き
、
大

き
く
育
て
よ
う
と
し
た
。〝
コ
ー
ル
の
お
嬢
さ

ん
〟
は
37
歳
で
女
性
・
青
年
相
。
続
い
て
環
境

相
へ
。
コ
ー
ル
は
、
権け

ん

謀ぼ
う

渦
巻
く
政
治
の
修
羅

場
で
生
き
残
る
試
練
の
場
を
与
え
た
。

　
重
要
な
車
の
排
気
ガ
ス
規
制
強
化
法
案
。
事

前
の
根
回
し
も
済
み
、
閣
議
で
は
す
ん
な
り
了

承
の
筈は

ず

。
と
こ
ろ
が
閣
僚
か
ら
疑
問
の
声
が
相

次
ぐ
。「
罠わ

な

に
は
め
ら
れ
た
！
」。
コ
ー
ル
に
も

叱
責
さ
れ
る
。
衆
人
環
視
の
中
で
泣
い
た
。
こ

の
悔
し
さ
が
政
治
的
耐
久
力
を
高
め
た
。
党
幹

事
長
か
ら
総
裁
、
そ
し
て
首
相
へ
。

　
短
命
と
み
ら
れ
て
い
た
政
権
は
、
欧
州
通
貨
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
難
民
、
コ
ロ
ナ
等
の
危
機
を
乗

り
切
り
、
E
Ｕ
の
統
合
を
維
持
し
た
。
激
し
く

対
立
す
る
各
国
の
主
張
を
十
分
聞
き
、
粘
り
強

く
交
渉
し
、
妥
協
に
導
く
。
プ
ー
チ
ン
と
16
時

間
を
超
え
る
議
論
で
停
戦
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
メ
ル
ケ
ル
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
ら
な
い
。
目
の

前
の
課
題
を
科
学
者
の
目
で
分
析
し
、
熟
考
す

る
。
状
況
の
変
化
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
見
極
め
る
。

遅
い
よ
う
に
み
え
て
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

的
確
な
判
断
を
下
す
。
一
旦
決
め
た
ら
揺
る
が

な
い
。
ま
た
福
島
原
発
事
故
を
契
機
に
脱
原
発

に
舵か

じ

を
切
る
な
ど
、
良
か
れ
と
思
え
ば
他
党
の

政
策
も
大
胆
に
取
り
入
れ
る
。
現
実
対
応
能
力

の
高
さ
は
、
他
の
指
導
者
を
圧
倒
し
た
。

　
ド
イ
ツ
を
16
年
間
率
い
て
き
た
メ
ル
ケ
ル
首

相
が
引
退
し
た
。
欧
州
の
病
人
と
い
わ
れ
た
国

を
欧
州
の
盟
主
に
押
し
上
げ
た
。
昨
年
春
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
演
説
は
、
国
民
の
胸
に
深
く
届
い

た
。
国
境
管
理
と
入
国
制
限
強
化
に
つ
い
て

「
旅
行
や
移
動
の
自
由
が
、
苦
難
の
末
に
勝
ち

取
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し
て
い
る

私
の
よ
う
な
者
に
と
っ
て
、
こ
う
い
う
制
限
は

絶
対
的
に
必
要
な
場
合
に
の
み
正
当
化
さ
れ
る
。

ど
う
か
、
今
は
受
け
入
れ
て
欲
し
い
」。

　

東
独
出
身
の
メ
ル
ケ
ル
な
ら
で
は
の
言
葉

だ
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧

師
の
家
で
育
っ
た
。
東
独
の
人
々
の
自
由
は
制

限
さ
れ
、
常
に
秘
密
警
察
の
目
が
光
っ
て
い
た
。

宗
教
家
が
冷
遇
さ
れ
た
国
で
牧
師
の
娘
は
目
立

つ
存
在
。
慎
重
に
、
冷
静
に
。
政
治
と
は
距
離

を
置
く
。
物
理
学
を
専
攻
し
た
の
も
国
の
介
入

が
な
い
と
の
判
断
か
ら
。
髪
型
や
服
装
に
は
無

頓
着
。
だ
が
頭
脳
は
明め

い

晰せ
き

。
い
ち
早
く
物
事
の

本
質
を
把
握
す
る
力
は
群
を
抜
い
て
い
た
。

　
日
々
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
前
を
研
究
所
へ
通
う
。

壁
の
向
こ
う
へ
の
憧
れ
は
膨ふ

く

ら
む
。
突
然
歴
史

が
動
い
た
。
ソ
連
が
自
壊
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も

崩
れ
た
。
東
西
の
統
一
が
進
む
。
メ
ル
ケ
ル
は

防
御
の
鎧よ

ろ
い

を
脱
ぎ
、
政
治
の
道
に
飛
び
こ
む
。

　
百
年
前
の
大
正
10
年
11
月
４
日
。
東
京
駅
で

首
相
原
敬
が
刺
殺
さ
れ
た
。
原
は
〝
賊
軍
〟
南

部
藩
の
出
身
。
苦
難
の
中
で
知
性
と
実
務
能
力

を
磨
い
た
。
外
交
官
や
新
聞
人
を
経
て
、
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

が
結
成
し
た
立
憲
政
友
会
に
入
る
。
伊
藤

は
明
治
国
家
を
自
分
の
芸
術
品
と
み
て
い
た
。

政
党
は
権
力
の
均
衡
上
必
要
だ
が
、
権
力
の
中

心
に
な
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。
原
は
政

党
が
国
政
を
担
う
べ
き
と
考
え
て
い
た
。

　
伊
藤
は
去
り
、
原
が
党
を
率
い
る
。
伊
藤
は

明
治
国
家
最
大
の
功
労
者
だ
が
、
拠
っ
て
立
つ

基
盤
を
持
た
な
か
っ
た
。
山や

ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

は
、
陸
軍

と
官
僚
組
織
を
握
っ
て
い
た
。
二
人
の
力
は
逆

転
。
政
党
嫌
い
の
山
縣
が
藩
閥
代
表
と
な
る
。

原
と
山
縣
が
激
し
く
火
花
を
散
ら
す
。
山
縣
の

牙
城
を
ど
う
切
り
崩
す
か
。
原
は
政
友
会
を
統

率
の
取
れ
た
国
民
政
党
に
育
て
た
。

　
原
は
圧
倒
的
多
数
で
衆
議
院
を
制
す
る
。
自

ら
藩
閥
政
府
の
閣
僚
と
な
り
、
統
治
力
を
鍛
え

る
。
政
策
面
で
も
正
面
か
ら
敵
対
し
な
い
。
山

縣
の
顔
を
立
て
な
が
ら
有
利
な
条
件
で
妥
協
す

る
。
ま
さ
に
、
政
治
と
は
可
能
性
の
技
術
の
駆

使
。
じ
わ
じ
わ
権
力
中
枢
に
く
い
こ
む
。

　
山
縣
は
原
の
非
凡
さ
と
現
実
対
応
能
力
を
認

め
た
。
大
正
８
年
本
格
的
な
政
党
内
閣
が
で
き

た
。
し
か
し
原
の
死
後
、
中
心
的
指
導
者
を
欠

い
た
日
本
は
迷
走
し
て
い
く
。
あ
と
10
年
、
外

交
や
内
政
に
影
響
力
を
行
使
で
き
た
ら
、
昭
和

の
悲
劇
は
防
げ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
メ
ル

ケ
ル
も
原
も
卓
越
し
た
現
実
主
義
者
だ
っ
た
。

「
メ
ル
ケ
ル
と
原は

ら

敬た
か
し

の
流
儀
」
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